
019

フロリアン・クルマス │ ドキュメント │ 孤独感、助けを差し伸べる手、〈真実〉 

018

 特　集 │ パンデミックの社会言語学

野呂香代子（2021）「コロナパンデミック・ロックダウンと『私たち（市民）』―メル

ケル首相の演説と感染予防条例にみるリスクコミュニケーション」、名嶋義直（編

著）『リスクコミュニケーション―排除の言説から共生の対話へ』明石書店、225-
252頁。

ハイムズ，デル（1979）『ことばの民族誌―社会言語学の基礎』唐須教光訳、紀伊國屋

書店。

Ammon, Ulrich (1972) Dialekt, soziale Ungleichheit und Schule 〔方言、社会不平等、学

校〕, Weinheim: Beltz.
Bernstein, Basil (1970) “Education Cannot Compensate for Society” 〔学校教育は社会問

題を補えない〕, New Society 38, pp.344-347.
Dillard, John L. (1972) Black English: Its History and Usage in the United States 〔ブ

ラック・イングリッシュ―米国における使用と歴史〕, New York: Random 
House. 

Eckert, Penelope (2018) Meaning and Linguistic Variation: The Third Wave in 
Sociolinguistics 〔ことばのバリエーションと意味―社会言語の第三の波〕, 
Cambridge: Cambridge University Press.

Sefton-Green, J. (2020) “COVID-19 Shows the Flawed Ways Societies Use Education 
to Address Inequality” 〔COVID-19における諸社会の学校教育は、不平等の対策

として欠陥的に応用される〕, UNESCO Futures of Education Ideas LAB. https://
en.unesco.org/futuresofeducation/sefton-green-flawed-ways-societies-use-
education-address-inequality

はじめに
1）

現時点で、私たちは一日また一日と生きている。これは私たちの大半にとっ

て新たな経験だ。今日の最新の報告が、明日には歴史的な回顧録となってしま

う。人々は新型コロナウイルス感染症によってもたらされた、不確かさと移ろ

いやすさに対処する様々な方略を築きあげてきた。

まさに地球規模の出来事であったため、私は地球上の人々がこれについてど

のように考えているかを尋ねてみようと思い立ち、2020年5月と6月に小規模

な調査を実施した。以下にまとめた調査結果は、新型コロナウイルス感染症大

流行の初期のスナップショットであり、記録されている私たちの考えや感覚も

その当時のままのものである。今となっては一つの歴史的な記録だが、その日

本語訳を目にすることができるのは大きな喜びである。この大流行のため、い

くつもの約束がすべて取りやめとなり、日本に行くことが叶わなくなってし

まったことを思うと、その喜びはひとしおである。再び気兼ねせずに旅行でき

るようになったら、日本でこのエッセーを友人や同僚に見せたいと思っている。
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停止する前に）ショートメールを通じて家族の安否を確認することができたこ

とに、私は何にもまさる喜びと大きな安堵を覚えた。また、個人からより広範

なレベルに目を向けると、今回のパンデミックの当然の結果と考えられるブ

ラック・ライブズ・マター運動の高まりは、政治家によって脇役にされていた

大衆が、インターネットによってつながることで主役になりうる可能性を示唆

している。これらは、嫌がらせのメール、ネット上のいじめ、ハッキング、偽

造医薬品のネット販売、違法なギャンブル、犯罪に用いられるチャットのネッ

トワーク、そして幼児ポルノといった紛れもない害悪に勝ることができるよう

な利点なのだろうか。ロックダウンの際、つながりを保持するために人々は

ワッツアップ（WhatsApp）アプリ上の家族や友人らの相互扶助グループを用

いた。しかし集団的な不安が引き起こされ、いくつもの陰謀論が広められた

のもまた、このワッツアップを通してである（国連が「情報爆発（infodemic）」4）

というのもよくわかる）。前者の利点は後者の問題に勝ることができるのだろ

うか。

テクノロジーの善悪を判断するのは容易なことでない。テクノロジー決定論

の批評家は、どんなテクノロジーであれ、それ自体に善悪があるのではなく、

それらを使う私たちの行為にこそ善悪があると論じるのみで、この問題と向き

合おうとしない。大量破壊兵器、人間によって引き起こされた気候変動、遺伝

子組み換え生物、もしくは人類がこれまでに行ってきた同様のことを考慮する

ならば、問われるべきは、上記の議論がもはや時代遅れとなってしまっていな

いかどうかである。私たちは本当にただただテクノロジーが進歩してゆくのを

傍観するだけでよいのだろうか。

新型コロナウイルス感染症に関してそんなことを言う人がいないことは確か

であろう。しかし、そうした比較をしてみることに果たしてどんな意味がある

のだろうか。手がかりとして以下を考えてみよう。2020年4月、ニューヨー

ク市の国連本部で核不拡散条約（NPT）再検討会議の開催が予定されていた。

おそらく単なる偶然だが、極めて象徴的だったのは、この会議が新型コロナウ

イルス感染症拡大のために延期されたことだった。この出来事において、人類

の生存にとって二つの脅威が世界の注目を二分したのであった。

ITは「バイラル」であり、ウイルスはテクノロジーの産物である。少なく

とも、無垢な村での生活を送る私たちを脅かす、野に潜む自然な有機体ではな

背景：「バイラル」なウイルス

感染爆発の第一波が世界中に押し寄せたとき、その報道が数週間にわたって

ニュースの一面を埋め尽くしたとき、世界中の人々が身の安全のために家にと

どまるように要請されたとき、一群の飛行機が地上に降り立ち、安全な停泊港

を失ったクルーズ船が取り残されたとき、繁華街がさびれて街に静寂が訪れ、

空が青さを取り戻したとき、児童虐待と家庭内暴力が未曾有の規模でエスカ

レートしたとき、私の同僚全員がテレワークを許され、もしくは強いられる一

方で他の人々が職を失ったとき、そして人工ウイルスがアメリカの核兵器と相

まって人類の文明社会に終焉をもたらす1980年代の深作欣二監督の映画『復

活の日』
2）

を見たとき、私は人々が「バイラル（viral）」〔訳者注：インターネッ

ト等を通じて素早く広まるの意〕についてどのように考えているのか、尋ねてみ

ようと思った。

若い世代の人々は、世論や思想統制を牛耳る今日の支配者が彼／彼女ら

に言って欲しいことに従う傾向がある。すなわち、自撮り、ビデオクリッ

プ、ミーム、広告など、「バイラル」は素晴らしいことなのだと。必要な条件

がそろえば、インフルエンサーになろう、とすら思っている。一方、上の世代

の人々は、「バイラル」と聞いても必ずしもよいものを連想するわけではない。

このラテン語の用語が、かつては「疫病をもたらす（morbiferum）」、「病原体

（pathogenum）」、「ウイルスに関係する」という意味でしかなかったことを思

い起こすからだ。彼／彼女らにとっては、うわさやニュース、ゴシップが急速

に広まったとき、それらは「野火のように広がった」のであり、つまり、望ま

しいものではない。

しかし、完全な悪や完全な善というものはこの世にほとんど存在しない。登

場した当初「自由のためのテクノロジー」
3）

として称賛されたツイッターや

フェイスブックを、今なお基本的に良いものと考える人すらいるが、彼／彼女

らは、世界中でこれまでにない最も大きな、最も不快なゴミ溜めが、いわゆる

ワールド・ワイド・ウェブであることには目をつぶろうとしている。というの

も、自分の目的のためにそれらを悪用することができるからだ。

とはいえ、その判断を一般化するのは早計であろう。かつて自然災害（2011
年の東日本大震災）から生き延びることができたとき、（通信ネットワークが


